
C,MBIン チャイルドシート

レーチェJレ
ピセ/ビ ットフォード

取扱説明書

品質保証書付

●お子さまの安全のため、こ使用前に必す本書を読み、十分こ理解の

うえ、記載された内容に従い正しくお使しヽくださしヽ。

●本書は、チヤイル ドシートをお使いになる車の中など、すぐに読め

る場所に保管してください。

●チャイル ドシー トを他のお客さまにお譲りになる場合は、必す本

書もあわせてお渡しください。

●安全運転を励行してください。

赤ちゃんをいちばんに、そして社会にもやさしく。
一一―十一ベビーコンシヤスケア

BABY CONSCIOUS CARE

この取扱説明書には、再生紙を使用しています。



安全にお便いいただくために
このたびは、コンビチャイルドシートをお買い上

げいただき、ありがとうございました。
ご使用の前に、この「安全にお使いいただくため

に」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

0こ こに示した注意事項と、お子さま、車の座席の条

件は、チャイル ドシー トとしての機能を発揮させ

て、安全に正しくお使しヽしヽただくためのものです。

「危険」、「警告」、「注意」の表示は、これらの注意事

項が守られなかつた場合に予想される、危吾 ・損害

の、切迫度や大きさにより区分したもので、大変重

要な内容です。必すお守りくださしヽ。

チャイルドシートは、交通事故などの場合にお子さまの傷

書を軽減することを目的としており、必すしも事故からお

子さまを無傷で守るものではありません。

次の3つの条件をすべて満たすお子さまに使つていただけます このように取り付けできます

●体重 i

O身 長 !

●首がしつかりすわつたお子さま。

取り付けできない座席があります

お使いいただけるお子さま・車の座席などの条件

フkg～ 1 8kg未 満。

(参考年齢=生 後4カ月～4歳 ころ)

チャイル ドシー トに座らせたとき、後頭部が背も

たれから上に出なしヽ。

●後向き1体重フKg～ 1 0kg未 満のお子さま。

●シー トベル トが座席の中間か

ら出てしヽる座席。

※チャイルドシートのシートベルト
通し穴位置よりも前方向から
シートベルトが出ている座席。

●シー トの中央が極端に盛り上

がってしヽて、取り付けたとき

に不安定になる座席。

●シー トベル トのついていない

座席。

●座席の奥行きが4 5c rln以下

の場合。(後向きには取り付け

られません)

●パッシブシー トベル トのつい

た座席。

●進行方向に対して横向き、ま

たは後向きの座席。

●前向き1体重9k目～ ]8kg未 満のお子さま。

前座席 後座席

△危険

●エアパッグのついた座席では

エアバッグが装着された座席に

チャイル ドシー トを装着し使用

することはおやめください。衝

突時、エアバッグの作動により

大きな衝撃を受け、危険な状況

になります。エアバッグの装着

されていない座席で使用してく

ださい。

表示 表示の内容

△ 危険
誤つた取り扱いをすると、人が死亡または重傷

を負う危険が切迫して生じることが想定され

る内容です。

△ 警告
誤つた取り扱いをすると、人が死亡または重傷

を負う可能性が想定される内容です。

△ 注意
誤つた取り扱いをすると、人が傷害を負つた

り、物的損害が起こる可能性があります。

Q&Aコ ーナー

Q/エ アパッグとは
A 事 故などの衝突時に、車に内蔵のエアパックわミ瞬間的に膨張
し、とくに頭部などへの衝撃を緩和する装置。

Q/パ ッシブシートベルトとは

(オートマチックシートベルト)
A 車 の座席に座つてドアを閉めると、自動的にシートベルトを装

着してくれる装置のこと。とくに輸入車に多くみられる。



次のような使いかたは、チャイル ドシー トが本来の機能をはたさす、危険をまねく恐れがあります

●使用条件に適合しないお子さま
・座

席などでは使用しないでくださしヽ。

●お子さまがチャイル ドシートの上で

立ったり、中腰になつたり、正座を

しないように注意してください。座

らせるときには、お子さまに胸当て

パッドを装着してベル トを差し込

み、差し込み金具がしつかり固定さ

れていることを確認してください。

●車のシー トベル トおよび座席の種

類などにより、取扱説明書どおり

にチャイル ドシー トをしっかり固

定できないときは、使用しないで

ください。

●車に取り付けるときは、必すシー

トベル トで固定してくださしヽ。ひ

もなど、シー トベル ト以夕|のもの

で固定しないでください。

△警告

お子さまを車内に1人で放置することはおやめください。日差しの強い日などには車内の温度が高くなり、お子さま

が脱水症状になる恐れがあります。また予期せめ事故のもととなります。必す保護者が同乗し使用してください。

次のような便いかたは、チャイル ドシー トが本来の機能をはたさす、危険をまねく恐Tlがあります

●衝突事故や製品を落下させたときな

ど、1度でも強い衝撃を受けたチャイ

ル ドシー トは、外見上の破損がなく

ても絶対に使用 しないでくださしヽ。

●幼児用ベル トをたるませて使用する

とベル トが首に巻きつき窒息する恐

れがあります。

●幼児用ベルトは正しい長さに調節して

くださしヽ。(P6参照)

●左右の差し込み金具を確実にバックル

に差し込んでくださしヽ。(P5参熙)

●肩部の幼児用ベルトをゆつくりと引き、

その後ベルトが伸びきつたままになら

ないことをこ確認ください。

●車のシートベルトに傷がある場合は、

馬鑑閑鵠醒慧砂
必す新しいベル トに取り替えてくだ

さい。(お買しヽ上|ザの販売店または弊

社のお客さま相談室にお問い合わせ

くださしヽ)

●お子さまがパックルボタンを押して

しまう可能性があります。ときどき

差し込み金具がバックルからはすれ

ていなしヽことをこ確認くださしヽ。差

し込み金具がはすれてしヽると幼児用

ベル トが首に巻きつき窒患する恐れ

があります。

次のような使いかたは、同案している方やお子さまに危険をまねく恐れがあります

●お子さまが乗ってしヽなしヽときでも、

チャイル ドシー トは必すシー トベル

トで常に座席に固定してください。

●前座席にチャイル ドシ
ー トを後向き

に取り付けて助手席倶」の ドアミラ
ー

が見えにくしヽときは、後座席に取り

付けてください。

●シフトレバーやパーキングブレーキ

などの運転操作に支障をきたす場合

は、助手席にチャイル ドシー トを取

り付けないでくださしヽ。

●2ドアや3ドアの車で後座席に人が乗

る場合には、緊急時の脱出のため、

チャイル ドシー トを助手席に取り付

けないでくださしヽ。



△警告

チャイル ドシー トの本来の機能をはたすため、走行前や走行中の停車時、走行後には、下記の事項を点検してくださ

い 。

幼児用ベル トが正ししヽ肩部ベ

ル ト通 し穴の位置にセットさ

れてしヽること

差し込み金具は 「カチッ」と音

がするまでバックルに差し込ま

れていること

チャイル ドシー トが車の座席

にしつかりと固定されてしヽる

こと(本体を前後にゆすり、確

認してくださしヽ)

幼児用ベル トにねじれやたるみ

がなしヽこと

シー トベル トのタングプレー ト

が「カチッ」と音がするまでバッ

クルにしっかりと差し込まれて

しヽること

△注意

●チャイル ドシー トに直接国光

が当たると、本体や差し込み金

具などが熱くなることがあり

ます。お子さまを座らせる前に

各部にさわつて、やけどをしな

しヽことを確認してから使用し

てください。夏場や国差しの強

しヽときは国陰に駐車するか、本

体に布などのカバーをかけて

くださしヽ。

●走行中は、チャイル ドシー トの

操作や調整をしなしヽでくださ

しヽ。また、同乗してしヽる他のお

子さまがチャイル ドシー トに

さわらなしヽようにしてくださ

しヽ。

●車の中のチャイル ドシー ト以

外の目的に|よ使用しなしヽでく

ださい。通常の椅子として使用

すると、転lElしてけがの原因と

なります。

●チャイル ドシー トを改造した

り、本書に記載されていなしヽ取

り扱しヽかたでは使用しないで

くださしヽ。

●車の座席にクッション、座ぶと

んなどを敷しヽたままでチャイ

ル ドシー トを取り付けなしヽで

くださしヽ。

●ロッキングクリップは、チャイ

ル ドシー トを固定する以外の

目的で使用しないでくださしヽ。

●チャイル ドシー トを風雨にさ

らすことはおやめくださしヽ。

″~ロロロ“~ ~ ~口“ェァt玉五罫軍r ~“
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_                   「 受と

:         緊 急の場合には
日事故など緊急時は、あわてす、保護者の方が胸当てパッドのパックルボタンを押し、

日差し込み金具を引き抜き、幼児用ベルトをはすして、すみやかにお子さまをチャイル

7ロ ドシートから降ろし、車外に脱出させてください。

3 ヽロロロロロロ“__ロ ーーロ“――ロローーー““―口“〓――_口 〓ニノ
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フック (左右)

後向き用シート
ベルト通し穴

前向き用シート
ベルト通し穴

(ピセ、ビットフォァドのみ)

し込み金具

てパッド

シートクッション
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事に取り付ける前に、パックルの留めかたとはすしかたを確認し、幼児用ベルトの通し穴位置、長さを適正な位置に
含わせてください。

●胸あてパッドは、ねじったり、折り曲げたり、乗つたりしないで、てしヽねいに扱つてくださしヽ。胸あてパッドが

破損し、本来の機能をはたさないことがあります。

●チャイルドシートが本来の機能をはたさす、危険をまねく恐れがあります。図のような座らせ方はおやめくださしヽ。

ノミックルボタンを押して差

し込み金具を抜き、胸あて

パッドを手前にたおして、

お子さまを座らせます。
差し込み金具

2お 子さまの左右の腕を幼児用
ベル トに通

し、ベル トがねじれてしヽなしヽことを確かめ

て、左右の差し込み金具をバックルに「カ

チッ」と音がするまで差し込みます。

差し込み金具を引き、しつ

かり固定されてしヽること

を確認してくださしヽ。

3

●差し込み金具がパックルに完全に差し込まれて

しヽないと、本来の機能をはたさす危険です。

●差し込み金具は確実に固定してください。差し

込み金具がはすれると、ベル トが首に巻きつき

窒息するなどの恐れがあります。
胸あてパッド

●座席の種類により、シートベルトをゆるめなしヽとリクライエングできない場合もあります。

●リクライエング操作|よ、必す車を停車させて行つてくださしヽ。

●車のシートベルトによる固定が不十分ですと、リクライエングの位置がすれてしまうことがあります。

●後向きに取り付けた場合は、リクライエング操作はできません。

5

1 リ クライ
エングをねかせる場合、図のようにチャイルドシー

トに手をかけ、→ 1の方向に円SIRを描くように引きます。

21に
緊 話 雀 勝 ン 貴R甥 繁 こ路

3本
体から手をはなして本体を前後にゆすり、ぐらつきのな

いことを確認してくださしヽ。

●本体がリクライエングしづらい場合は、車の背もたれを1～2

段リクライエングさせるとできます。この場合、車の背もたれ

をチャイルドシートに接するように再度起こしてください。

●車の背もたれがリクライエングできない場合は、チャイルド

シートのリクライエング操作ができなしヽことがあります。



チャイルドンートを取り付ける前に、必す肩部ベルト通し穴の位置を決めてください。

●幼児用ベルトは、着座したお子さまの肩のすぐ上の肩

部ベルト通し穴に通します。

●幼児用ベル トがお子さまの両肩にフィットしていな

しヽと、衝撃が加わつたときに肩から|よすれ、チャイル

ドシ「 卜として機能しません。

■調整の手順

肩部ベルト通し穴

1幼 児用ベル トをベル ト調節

金具から引き抜き、お子さ

まにあつた肩部ベル ト通し

穴に入れ直します。

2図 のような手順で、幼児用ベルトを背面のベルト調節金具に取り付けます。

お子さまの体型・肩部ベルト通し穴の位置に含わせ、幼児用ベルトが体にフィットするように幼児用ベルトの長さを調整します。

■幼児用ベルトを短かくす

るときには

矢印●の方向に幼児用ベルト

を引き、の方向に引つ張ります。

■幼児用ベルトをゆるめる

ときには

矢印0の 方向に幼児用ベルト

を引き、たるみをもたせ、0

方向に引つ張ります。

●幼児用ベルトがベルト調節金具からはすれる

ことを防ぐために、図のように必す幼児用ベ

ルトを5crn以上余裕をとつてセットしてく

ださしヽ。

●幼児用ベルトをたるませて使用すると、ベル

トが首に巻きつき窒息する恐れがあります。

肩ベルトの張り具合を、お子さ

まと肩ベルトの間に大人の手
のひらが入るように調節して

くださしヽ。

肩ベルトの点検



車への取り付けかた

お子さまの体重により取り付けの向きが変わります。下記の条件にしたがい向きを選んでください。

●体重フk宮～10k宮

後向き取り付け

※車の座席の形状などにより、取り付けできない場合があります。P]を 参照してください。

車のシー トベル トの種類により、ロッキングクリップの便用の有無があります。

●体重9k宮～18kg

前向き取り付け

△警告

●チャイル ドシー トがしつかりと固定できなしヽ場合は、本来  ● シフトノブやサイ ドブレ
ーキなどにチャイル ドシー トが

の機能をはたさす大変危険ですので使用しなしヽでくださ   接 触する場合、運転の妨げになりますので助手席での使用

しヽ。                           は おやめくださしヽ。

●助手席にチャイル ドシ
ー トを取り付けて ドアミラーが見  ● 2ドア・3ドア車で後座席に人が乗車する場合、緊急時の脱

えにくしヽ場合、後座席に取り付けてください。        出 の妨げになりますので助手席にはチャイル ドシー トを

●お子さまが乗つてしヽなしヽときでも、チャイル ドシ
ー トは必   取 り付けないでください。

すシー トベル トで常に座席に固定しておいてくださしヽ。

シートベルトの種類 特 徴 取り付け上の注意点

●EL日付き3点式シー トベル ト

●EL日付き2点式シー トベル ト

(ELRと は緊急ロック式ベル ト巻き取

り装置のことです)

通常は、ゆつくりと引くとベル トが自由

に出入りし、急ブレーキや衝突などの衝

撃を感知したときだけ固定機能が働き、

ベル トが固定されるシー トベル トです。

3点式2点式ともに、必すロッキングク

リップを取り付けてくださしヽ。

チャイル ドシー トがぐらつき危険です。

●A/EL日付きシー トベル ト

(A/ELRと はAL日 として使用できる

EL日巻き取り装置のことです)

通常はELロベル トとして機能しますが、

ベル トを全部引き出すとELR機 能が解

除され、戻す方向にベル トが自動的に締

まるシー トベル トです。また、ベル トを

すべて引き戻したときにはEL日機能に

戻ります。

]度シー トベル トを全部引き出してから、

チャイル ドシー トを固定してくださしヽ。

ロッキングクリップがなくても固定でき

ます。

チャイル ドシー トがななめになつてしま

う場合は、ロッキンククリップを使用して

くださしヽ。

●AL日付きシー トベル ト

(AL日とは自動ロック式巻き取り装置

のことです)

ベル トを引き出す途中で止めるとロッ

クされ、それ以上引き出されなくなる

シー トベル トです。

チャイル ドシー トを固定するのに十分

なシー トベル トを引き出して固定して

くださしヽ。

ロッキングクリップがなくても固定で

きます。

●NL日付きシー トベル ト

(NLRと は非ロック式ベル ト巻き取り

装置のことです)

ロック機能のない巻き取り装置のこと

で、任意の位置で長さを調節して使用し

ます。

チャイル ドシー トに合わせてシー トベ

ル トの長さを調整し、固定してくださ

い。

必要に応じて、ロッキングクリップを使

用してください。●マニュアル式シー トベル ト 巻き取り装置の付いていなしヽシー トベ

ル トのことです。
7



1讐多三うテ嵩霊看哀百漏獲準霜塁縫亨
す°(「リク
  2チ了
イルドシートを後向きに座席に乗せます。

図のように、車のシートベルトを後向き用シート

ベルト通し穴から入れ、シートクッションの下を

通して、反対側の後向き用シートベルト通し穴か

ら引き出し、タングプレートをバックルに差し込

みます。

※シートベルトにねじれのなしヽことを確認してく

ださい。

胸あてパッド

後向き用シー トベル ト通し穴

確実に固定するために

車のショルダーベルト(肩にかかるシートベルト)

を強く引しヽてチャイルドシートを固定し、シート

クッションのすきまからロッキングクリップを取

り付けます。(「ロッキングクリップの取り付けか

た」P12を こ覧くださしヽ)

※最後に「完了チエック」(P13)に したがしヽ、しつ

かり固定したか確認してくださしヽ。

※ベースと車のシー トとの間にすき

間ができる場合|よ、まるめたバス

タオルなどを|よさんでしつかり

固定してください。

タング
プレート

ショルダーベルト

前座席に取り付けた場合、座席

を前にスライドさせ、ダッシュ

ボードとチャイルドシートと接

するようにして、しつかりと固

定してくださしヽ。

※車により、ダッシュボードに

接しない場合があります。

後座席に取り付けた場合、車の

前座席を後ろにスライドさせ、

チャイルドシートと接するよう

にしてください。

8



1讐多三うテ嵩霊言哀百辱を祥署塁縫亨
す°(「リク
  2チヤイ
ルドシートを後向きに座席に

不
せます。

車のシートベルトを後向き用シートベルト通し穴

から入れ、シートクッションの下を通して、反対

側の後向き用シートベルト通し穴から引き出し、

タングプレートをパックルに差し込みます。

※シートベルトにねじれのなしヽことを確認してく

ださい。

確実に固定するために

車のラップベル トの上側のベル トを強く引き、

チャイルドシートを固定します。シートベルトが

ゆるむ場合|よ、ロッキングクリップを取り付けま

す。(「ロッキングクリップの取り付けかた」P12

をご覧ください)

※最後に「完了チェック」(P13)に したがしヽ、しつ

かり固定したか確認してくださしヽ。

ラップベルト

※ベースと車のシートとの間にすき

間ができる場合は、まるめたバス

タオルなどをはさんでしっかり

固定してください。

/   /

ラップベル ト(上側)

後向き用シー トベル ト通し穴

9

前座席に取り付けた場合、座席

を前にスライドさせ、ダッシュ

ボードにチャイル ドシートが接

するようにして、しつかりと固

定してください。

※車により、ダッシュボードに

接しない場合があります。

後座席に取り付けた場合、車の

前座席を後ろにスライドさせ、

チャイルドシートと接するよう

にしてください。



屯
―
リクライエングを一番起こした状態にします。

(「リクライエングの取り扱いかた」P5参照)

車のシートベルトを、前向き用ベル ト通し穴に通

し、反対側の前向き用シートベル ト通し穴から引

き出します。

※このときシートクッシヨンの下にあるフタを開

け、ベルトにねじれがなしヽことを確認してくだ

さしヽ。

車のパックルがシートベルト通し穴に当たり、不安定

な場合

チャイル ドシー トを前向きに座席に乗せます。

(前座席に取り付ける時

|よなるべく座席を後ろに

さ|ザてくださしヽ)

タングプレートをバックルに「カチッ」と音がする

まで差し込みます。

チャイルドシート本体に体重をかけながら、ベー

スを座席の奥に押しつけます。この状態で車の

ショルダーベルトを強く引しヽてチャイルドシート

を固定し、車のシートベルト(ショルダーベルトと

ラップベルト)にロッキングクリップを取り付けま

す。(「ロッキングクリップの取り付けかた」P12

をこ覧くださしヽ)

※最後に「完了チエック」(P13)に したがい、しつ

かり固定したか確認してくださしヽ。固定が不十

分ですと、リクライエングの位置がすれる場合

があります。

タングプレート

タング
プレート

ショルダーベルト

ロッキングクリップ

「こんなときは」(P13)を こ覧くださしヽ。
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屯
―
リクライエングを一番起こした状態にします。

(「リクライエングの取り扱しヽかた」P5参照)

チャイル ドシー トを前向きに座席に乗せます。

(前座席に取り付ける時

はなるべく座席を後ろに

下げてくださしヽ)

3言縁話面あ傘告室塩ぅ更早東局↑亀じ寮承否翫誓  4貢基窪倦お主におむ雪|;蜜霧F2属察窪暑ぅび亨
出します。

※このときシートクッションの下にあるフタを開

け、ベルトにねじれがなしヽことを確認してくだ

さい。

タングプレートを、「カチッ」ときがするまでパッ

クルに差し込みます。

車のパックルがシートベルト通し穴に当たり、不安定

な場合

ベル トの上側のベル トを強く引しヽてチヤイル ド

シートを固定します。ベルトがゆるむ場合はロッ

キングクリップを取り付けます。(「ロッキングク

リップの取り付けかた」P12を ご覧くださしヽ)

※最後に「完了チェック」(P13)に したがい、しつ

かり固定したか確認してくださしヽ。固定が不十

分ですと、リクライエングの位置がすれる場合

があります。

ロッキングクリップ

前向き用シー トベル ト通し穴

「こんなときは」(P13)を こ覧くださしヽ。



右図で示した場所にロッキングクリップを取り付けます。

※ロッキングクリップにシートベルト

を通すときは、左図のようにシートベ

ルトを2枚重ねで二つ折りにし、溝に

滑り込ませると簡単に入ります。

後向き取り付け時に回ッキングク

リップを取り付けた場合は、シート

クッションで確実におおつてくだ

さい。車内の温度が高くなると、や

けどをする恐れがあります。

車のシー トベル ト(腰にかかるシー

トベル トと肩にかかるシー トベル

ト)がすれないようにいつしょにつ

かみます。

4こ こで、シヨルダーベルトを少しゆ

るめ、片手が入るほどの輪をつくり、

シートベルトをシートベルト通し穴

に通してパックルに留め直します。

ます。

ロッキングクリップに

シートベルトを2枚重

ねて通します。

2そ の状態のまま、1度タングプレート
をはすします。

5シ ョルダーベルトがロッキングク
リップから抜けないように注意しな

がら、図の方向にショルダーベル ト

を両手で強く引しヽてチャイルドシー

トを固定します。

ロッキングクリップ

3図 のように、ロッキングクリップを
シー トベル ト(ショルダーベル トと

ラップベルトを2枚いつしょ)に取り

付けます。

6最 後にショルダーベルトを引いて、
たるみをなくします。

③の→方向に上側の ⑤ 最も引いた状態で1度 シートベルトをロッキン 最後に、本体を座席に
シートベルトを強く引 パックルをはすします。③ グクリップにかけ、⑦の 押しつけながらタング
き、次に上にたるむシー             ー 方向に強く引き③の プレートをバックルに

1ど寄讐曇ξPの
→方向             午るみをとります。   差し込みます。③   12

取り付けの手順

タングプレートをパックルに差し込み、車のシートベルトを全部引き出して、図のような手順でロッキングクリップを取り付け



●チャイルドシートが車の座席にしつかり固定さ71ているか、本体を前後にゆすって確認してください。

前向き

●お子さまが座つても、事のシートベルトにゆるみのないこと。

※お子さまが座ると車の座席のクッションが沈み、シートベル

トがゆるむことがあります。

●車のシートベルトのタングブレートがパックルにしつかりと

差し込まれていること。

●チャイルドシートのフタのマジックテープが確実にしまるよ

うフタの先端部を上から強く押してください。

これらの項目をチェックし、しつかりと固定できない場合

は再調整してください。それでもしつかりと固定できない

場合は、その座席では使用しないでください。本来の機能

をはたさす、危険をまねく恐れがあります。

●車のシー トベルトのパックルが、チャイルドシートのシートベルト通し穴の角に当たつてしまう。

短ベルト(パックルの付いてしヽる車の

シートベルト)がシートベルト通し穴

の角に当たり、しつかり固定できない

場合は、図のように対応してくださ

い。

ひねりをallえてもしつかり取り付

けできない場合は、こ使用をおや

めください。本来の機能をはたさ

す、危険をまねく恐れがあります。

1タ ングプレートを|ますしてパックルを

持ち、短ベルトに数回ひねりをallえて短

くします。

2もう1度タングプレートを差し込み、固
定します。
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ベルトカパー (ピセ、ピットフォードのみ)

腰部ベル ト通し穴

フック

0左 右の幼児用ベルトをベルト調節金具からはすし、肩部ベルト通し穴から引き抜きます。

「肩部ベル ト通し穴位置の決めかた」(P6)を 置覧ください。

の 幼児用ベルトからベルトカバ
ー(ピセ、ピットフォードのみ)、差し込み金具を|ますします。

胸あてパッドカバーは、裏側のマジックテープをはがしてはすします。

※ 差し込み金具は、左右を確かめて、胸あてパッドのパックルに差し込んだままにしておくと、

取り付けるときに簡単にできます。

0シ
ートクッションの外側にある4カ所のフックをはすします。

廻,シートクッションのフタを開けて、内側4カ所のフックをはすします。

0胸 あてパッドのところからシ
ートクッションをはすし、そのまま上に引き上げます。

1 4



胸あてパッド

幼児用ベルト

腰部ベルト
通し穴

1 シ ートクッションを本体の背の部分

にかけ、胸あてパッドをシー トクッ

ションの中央の穴を広|ザて通し、

シートクッションを全体にかぶせま

す。

幼児用ベルトをシートクッションの 3

腰部ベルト通し穴から表側に引き出

します。このとき、幼児用ベルトにね

じれのないようにしてくださしヽ。

シー トクッション中央のフタを開

け、内側のフック4カ所をとめ、シー

トクッションの外側に着しヽてしヽる

フック4カ所をとめます。

2

4胸 ぁてパッドに胸あてパッドカバー

をかぶせ、幼児用ベル トに差し込み

金具、ベル トカバー(ピセ、ピット

フォードのみ)を通します。このとき

差し込み金具の左右表裏を確認して

ください。

幼児用ベルトを肩部ベルト通し穴に

通し、ベル ト調節金具に取り付けま

す。(ベルト調節金具への取り付けは

「肩部ベルト通し穴位置の決めかた」

(P6)をご覧ください。)

5
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●洗濯時は下言この項目を守つてください。

液温は30℃ を限界とし手洗しヽし

てください。

手絞りの場合は弱く、洗濯機脱

水の場合は短時間で行つてくだ

さい。

強く絞ると、シワが残ることが

あります。

漂白剤は使用しないでくださ

い 。

ドライクリ十二ングはしないで

ください。
日陰で平干してください。

アイロン掛けはしないでくだ

さい。

本体、幼児用ベルトのお芋入れ方法
通常はかたく絞つた布で水拭きしてくださしヽ。

汚れがひどい場合は、中性洗剤を水で薄めた

液で汚れを落としてから水拭きし、日陰で乾

燥させてください。

中性洗剤を原液で使用したり、ガソリン、ベンジンなど有

機溶剤の使用はおやめください。本体および幼児用ベルト

をいためることになり危険です。
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